
　主専攻プログラム　モデル体系図

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎数学（演習）（◎） 基礎統計学（◎）

基礎生物学（演習）（◎） 基礎生物学（演習）（◎）

基礎化学（演習）（◎） 基礎化学（演習）（◎）

哲学（○） 哲学（○） 哲学（○） 哲学（○）

倫理学（○） 倫理学（○） 倫理学（○） 倫理学（○）

法学（○） 法学（○） 法学（○） 法学（○）

経済学（○） 経済学（○） 経済学（○） 経済学（○）

心理学（◎）

早期体験学習（◎） 早期体験学習（◎）

薬学概論（◎） 社会薬学（◎）

情報処理演習（◎） 情報処理演習（◎） 医薬品情報学（◎）

中国語（○） 中国語（○）

フランス語（○） フランス語（○）

体育実技（△） 体育実技（△）

教養科目 教養科目

理論化学（◎） 理論化学（◎） 物理化学Ⅰ（◎） 物理化学Ⅱ（◎） 物理薬剤学（◎） 応用物理化学（◎）

有機化学Ⅰ（◎） 有機化学Ⅱ（◎） 製剤学（◎） 臨床物理分析法（◎）

化学系実習（◎） 物理系実習（◎）

機能形態学Ⅰ（◎） 機能形態学Ⅰ（◎） 機能形態Ⅱ（◎） 免疫学（◎） 分子生物学（◎） 分子生物学（◎）

生化学Ⅰ（◎） 生化学Ⅱ（◎） 生化学Ⅱ（◎） ゲノム創薬（◎）

微生物学（◎） 微生物学（◎）

生物系実習（◎）

薬理学Ⅰ（◎） 薬理学Ⅱ（◎） 薬理学Ⅲ（◎） 薬理学Ⅳ（◎）

薬物治療学Ⅰ（◎） 薬物治療学Ⅱ（◎） 薬物治療学Ⅲ（◎）

薬物治療学Ⅳ（◎）

病態生理学Ⅰ（◎） 病態生理学Ⅱ（◎） 病態生理学Ⅱ（◎）

薬理学実習（◎）

教養科目 専門基礎科目 専門科目 卒業研究 臨床実習 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）自由選択科目

４．様々な臓器
に関する主な疾
患に対する適切
な薬物治療のた
めの基本的知
識と理解

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

知
識
・
理
解

１．薬学を学ぶ上で
基礎となる基本的
知識を習得し、そ
れらを薬学領域で
応用することができ
る。
人類や社会が抱え
る歴史的・現代的
課題（社会のしくみ
と科学の在り方，
知の営みの意味，
いのちの重み，多
様な文化間の交流
や対立，自然と共
生する意義など）に
ついて，多角的な
視点から説明でき
る。

特定の学際的・総
合的なトピックス又
は研究の最前線や
社会問題のトピック
スについて，複数
の視点から説明で
きる。

１．コンピュータと
情報ネットワークを
理解し，応用的な
情報活用ができ
る。

薬学演習（◎）※基礎薬学演習Ⅱに該当

薬学演習（◎）※基礎薬学演習Ⅱに該当

薬学演習（◎）※医療薬学演習に該当

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

第一薬科大学カリキュラムマップ
第一薬科大学　薬学プログラム

（専門教育における）
学習の成果

教養教育
到達目標

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

３．生体のホメ
オスタシス（恒
常性）の維持機
構とダイナミック
な調節機構に関
する知識と理解

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

１．外国語を活用し
て，口頭や文書で
日常的なコミュニ
ケーションを図るこ
とができる。

１．体力・健康づくり
の必要性を科学的
に説明でき、運動
を通じて健康生活
の設計と自己管理
ができる。

１．幅広い教養
ならびに自然科
学及び社会科
学についての基
本的な知識と理
解
２．医薬品や無
機・有機化合物
の基本構造，物
理的性質，反応
性などの基本的
知識と理解



　主専攻プログラム　モデル体系図 第一薬科大学　薬学プログラム

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

放射化学（◎） 環境衛生学Ⅰ（◎） 環境衛生学Ⅱ（◎） 公衆衛生学（◎） 衛生薬学演習（◎）

食品衛生学Ⅰ（◎） 食品衛生学Ⅱ（◎） 健康管理学（◎）

衛生化学実習（◎）

生物薬剤学（◎） 薬物動態学Ⅰ（◎） 薬物動態学Ⅱ（◎） 医薬品情報学（◎）

医療統計学（◎）

コミュニケーション論（◎） 病態生理学Ⅰ（◎） 病態生理学Ⅱ（◎） 病態生理学Ⅱ（◎）

薬物治療学Ⅰ（◎） 薬物治療学Ⅱ（◎） 薬部治療学Ⅲ（◎） 地域薬局論（◎）

薬物治療学Ⅳ（◎）

医薬品情報学（◎）

臨床心理学（◎）

医学概論（◎） 薬事関係法規・制度Ⅰ（◎）

薬事関係法規・制度Ⅱ（◎）

医薬品情報学（◎）

基礎英語（◎） 基礎英語（◎） 薬学英語（◎） 臨床薬学英語（◎）

英会話（○） 英会話（○）

医薬品化学A（◎） 医薬品化学B（◎）

医薬品情報学（◎）

医療安全性学（◎） 処方解析学（◎）

薬理学実習（◎） 医薬品情報学（◎）

医療安全性学（◎）

病態生理学Ⅰ（◎） 病態生理学Ⅱ（◎） 病態生理学Ⅱ（◎）

薬物治療学Ⅰ（◎） 薬物治療学Ⅱ（◎） 薬物治療学Ⅲ（◎）

薬物治療学Ⅳ（◎）

薬物治療学Ⅰ（◎） 薬物治療学Ⅱ（◎） 薬物治療学Ⅲ（◎）

薬物治療学Ⅳ（◎）

臨床薬物動態学（◎）

教養科目 専門基礎科目 専門科目 卒業研究 臨床実習 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）自由選択科目

知
的
能
力
・
技
能

１．基本的な医
薬品の薬理作
用を化学構造と
関連づけて思考
する能力

３．化学物質の
中毒量，標的器
官，中毒症状，
応急処置法，解
毒法を検索でき
る。

５．薬物の有害
作用（副作用）
軽減のための
対処法を思考す
る能力・技能

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

４．臨床検査値
の異常から推測
される主な疾患
を挙げることが
できる能力・技
能

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

２．薬物治療に
必要な情報を自
ら収集できる能
力

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

卒業研究Ⅱ（◎）

７．医療チーム
と薬物治療など
に関してコミュニ
ケーションがで
きる知識と理解

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

診療科別治療論（◎）

５年 ６年

知
識
・
理
解

５．生態系や生
活環境の保全，
維持するための
環境汚染物質
などの成因，ヒ
トへの影響に関
する理解

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

６．薬効や副作
用を定量的に理
解するための薬
物動態の理論
的解析に関する
知識と理解

卒業研究Ⅰ（◎）

８．医療人として
の人格形成の自
己向上力：薬剤師
はヒトの生命にか
かわる職業人で
あることを自覚
し，それに相応し
い行動・態度。病
んでいる人たちの
みならず，医療
チームの中で他
の医療スタッフと
コミュニケーション
できる知識と理解

９．英語の読解
力を高め，医療
及び化学英語を
習得する。

１．英語を活用し
て，口頭や文書で
日常的なコミュニ
ケーションを図るこ
とができる。

薬学演習（◎）※医療薬学演習に該当

薬学演習（◎）※臨床薬学演習に該当

（専門教育における）
学習の成果

教養教育
到達目標

１年 ２年 ３年 ４年

第一薬科大学カリキュラムマップ



　主専攻プログラム　モデル体系図 第一薬科大学　薬学プログラム

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

化学系実習A・B（◎） 物理系実習A・B（◎）

薬剤系実習（製剤）（◎）

化学系実習A・B（◎）

薬剤系実習（薬物投与設計）（◎）

薬物治療学Ⅰ（◎） 薬物治療学Ⅱ（◎） 薬物治療学Ⅲ（◎）

薬物治療学Ⅳ（◎）

実務実習事前学習Ⅰ（◎） 実務実習事前学習Ⅰ（◎）

実務実習事前学習Ⅱ（◎） 実務実習事前学習Ⅱ（◎）

実務実習事前学習Ⅲ（◎） 実務実習事前学習Ⅲ（◎）

実務実習事前学習Ⅳ（◎） 実務実習事前学習Ⅳ（◎）

調剤学（◎） 調剤学（◎） 実務実習事前学習Ⅰ（◎） 実務実習事前学習Ⅰ（◎）

実務実習事前学習Ⅱ（◎） 実務実習事前学習Ⅱ（◎）

実務実習事前学習Ⅲ（◎） 実務実習事前学習Ⅲ（◎）

実務実習事前学習Ⅳ（◎） 実務実習事前学習Ⅳ（◎）

調剤学（◎） 調剤学（◎）

薬物治療学Ⅰ（◎） 薬物治療学Ⅱ（◎） 薬物治療学Ⅲ（◎）

薬物治療学Ⅳ（◎）

実務実習事前学習Ⅰ（◎） 実務実習事前学習Ⅰ（◎）

実務実習事前学習Ⅱ（◎） 実務実習事前学習Ⅱ（◎）

実務実習事前学習Ⅲ（◎） 実務実習事前学習Ⅲ（◎）

実務実習事前学習Ⅳ（◎） 実務実習事前学習Ⅳ（◎）

薬学総合演習（◎）

早期体験学習（◎） 早期体験学習（◎） 実務実習事前学習Ⅰ（◎） 実務実習事前学習Ⅰ（◎） 地域薬局論（◎）

薬学概論（◎） 社会薬学（◎） 実務実習事前学習Ⅱ（◎） 実務実習事前学習Ⅱ（◎） 疾患治療特論（◎）

介護学概論（◎） コミュニケーション論（◎） 実務実習事前学習Ⅲ（◎） 実務実習事前学習Ⅲ（◎） 診療科別治療論（◎） ターミナルケア論（◎）

実務実習事前学習Ⅳ（◎） 実務実習事前学習Ⅳ（◎） 救急医療概論（◎）

医薬品情報学（◎） 健康管理学（◎）

臨床心理学（◎） ゲノム創薬（◎）

薬学総合演習（◎）

情報処理演習（◎） 情報処理演習（◎）

薬学総合演習（◎）

教養科目 専門基礎科目 専門科目 卒業研究 臨床実習 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）自由選択科目

卒業研究Ⅱ（◎）

２．医療人として
の人格形成の自
己向上力：薬剤師
はヒトの生命にか
かわる職業人で
あることを自覚
し，それに相応し
い行動・態度。病
んでいる人たちの
みならず，医療
チームの中で他
の医療スタッフと
コミュニケーション
できる能力・技術

１．基礎的な方法
で資料を収集でき
る。
２．特定の事象か
ら課題を発見し，説
明できる。

実務実習Ⅰ（◎）

実務実習Ⅱ（◎）

３．研究力：薬
剤師の職域で
の解決されるべ
き問題を選定
し，問題解決の
ための方略およ
び研究を遂行で
きる能力

１．基礎的な方法で
資料を収集できる。
２．特定の事象から
課題を発見し，説明
できる。
３．根拠を明らかにし
た議論や効果的なプ
レゼンテーションを行
うことができる。

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

７．常に患者の
存在を念頭にお
き，医療チーム
のみならず国民
からも信頼され
る薬剤師となる
ための能力

実務実習Ⅰ（◎）

実務実習Ⅱ（◎）

総
合
的
能
力
・
技
能

１．総括的問題解
決力：地球上に存
在する無数の化
学物質の人類に
対する影響などに
ついて，分析・解
析し，人類の存続
に対する総括的
な評価を行う総合
的な能力・技術

卒業研究Ⅰ（◎）

５．医療チーム
と薬物治療など
に関してコミュニ
ケーションがで
きる能力・技能

実務実習Ⅰ（◎）

実務実習Ⅱ（◎）

６．医薬品の配
合禁忌や不適
切な処方に対し
て，適切な対処
ができる能力・
技能

実務実習Ⅰ（◎）

実務実習Ⅱ（◎）

実
践
的
能
力
・
技
能

卒業研究Ⅱ（◎）

４．代表的な薬
物の薬物血中
濃度が測定でき
る能力・技能

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

６年

１．日本薬局方収
載の代表的な医
薬品の分析・解析
をおこなうことが
できる。

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

２．日本薬局方
の製剤に関する
代表的な試験
法を行い，品質
管理を行うこと
ができる。

卒業研究Ⅰ（◎） 卒業研究Ⅱ（◎）

（専門教育における）
学習の成果

教養教育
到達目標

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

３．入手容易な
化合物を出発
物質として，医
薬品を含め目的
化合物への化
学変換するため
の有機合成が
できる。

卒業研究Ⅰ（◎）

第一薬科大学カリキュラムマップ


